
新吉原遊郭仲之町猛火大旋風の真景 　■交通安全の基礎知識（交通安全マニュアル）

　■交通安全情報源ファイル

　■自動車保険データにみる交通事故の実態

　■交通事故死傷者の人身損失額と受傷状況の研究

　■交通事故被害者の受傷状況についての分析Ⅰ、Ⅱ

　■予防時報（季刊）

　■災害に負けない企業づくり

　■危険物と産業災害－知っておきたい知識と対策－

　■地震と産業被害（山崎文雄著）

　■世界の重大自然災害

　■世界の重大産業災害

　■病院における医療安全対策に関する調査・研究報告書

　■自然災害被害の防止・軽減に資するための調査・研究報告書

　■巨大地震と防災

　■津波防災を考える－付・全国地域別津波情報－

　■ドリルＤＥ防災－災害からあなたを守る国語・算数・理科・社会－

　■ドリルＤＥ防災 PartⅡ－災害からあなたを守る国語・算数・理科・社会－

　■火山災害と防災

　■災害絵図集－絵で見る災害の歴史－

　■ザ・チャイルドシート[29分]

　■ザ・シートベルト[37分]

　■ザ・シートベルト２[22分]

　■開国迫る！日本の機械安全－国際安全規格ISO12100－ [26分]

　■自然災害を知り備える－平成の災害史－ [25分]

　■河川災害の教訓 [24分]

　■風水害に備える [21分]

　■その時きみは？－良太とピカリの地震防災学－ [19分]

　■地震！パニックを避けるために [23分]

　■地震！その時のために－家庭でできる地震対策－ [28分]

　■検証 '91台風19号－風の傷跡－ [30分]

　■火山災害を知る(日)(英) [25分]

　■火災と事故の昭和史(日)(英) [30分]

　■高齢化社会と介護－安心への知恵と備え－ [30分]

　■貨物自動車の安全な運転法に関する調査・研究報告書

　■車両形状別・シートベルトの分析報告書

　■企業の自動車事故防止・軽減に資する手法の調査・研究報告書

　■企業における効果的な交通安全対策構築に関する調査・研究報告書

　■自動車保険データにみるシニアドライバー事故の現状と予測

　■工場防火に関する調査・研究報告書

　■企業のリスクマネジメントに関する調査・研究報告書

　■建物の耐震技術に関する調査・研究報告書

　■改正建築基準法に関する調査・研究報告書

　■海外安全法令シリーズ（No.１～13）

　■洪水ハザードマップ集(CD-ROM)

　■東海豪雨　そのとき企業は

　　－企業が地域とかかわっていくためのヒント集－

　■NPOのためのリスクマネジメント

�
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　■シニアドライバー－急増する高齢ドライバーの事故－ [35分]

　■交差点事故を防ぐ [18分]

　■追突－混合交通の落とし穴 [27分]

　■昭和の自然災害と防災(日)(英) [30分]

　■応急手当の知識 [26分]

　■稲むらの火 [16分]

　■絵図にみる－災害の歴史－ [21分]�

　■老人福祉施設の防災 [18分]

　■羽ばたけピータン [16分]

　■市民防災力の強化を目指して　～2003年11月開講地域防災リーダー

　　養成講座（みやぎ防災塾）から[105分]

　■わがまち再発見！ぼうさい探検隊 [22分]

　■NPO・NGO運営上のリスクとその対処 [20分]

安全防災関係　主な刊行物／ビデオのご案内
●刊行物（有料のものと無料のものがあります。また送料は別途ご負担いただいております。）

交通安全関係

安全技術関係

災害予防関係

●ビデオ

交通安全関係

災害予防関係

◎交通安全・安全技術関係の刊行物につきましては、当協会業務企画部企画・安全技術グループ[TEL.(03)3255-1397]までお問い合わせ下さい。

◎災害予防関係の刊行物につきましては、当協会生活サービス部 NPO･防災グループ[TEL.(03)3255-1294]までお問い合わせ下さい。

◎各種交通安全ビデオは、実費で頒布しております。

　損保セーフティ事務局[TEL(03)3561-2592、受付時間 AM 9:00～PM 6:00(月曜～金曜)

◎交通安全・災害予防関係ビデオは、講演会や座談会などにご利用下さい。ビデオについては、上記記載の他多数用意しております。

　当協会各支部[下記参照]にて、無料貸し出ししております。

　各種ビデオの内容につきましては、生活サービス部 NPO･防災グループ[TEL.(03)3255-1294]までお問い合わせ下さい。

　当協会各支部連絡先

　北海道＝(011)231-3815　東　北＝(022)221-6466　関　東＝(03)3255-1450　静　岡＝(054)252-1843　北　陸＝(076)221-1149

　名古屋＝(052)971-1201　近　畿＝(06)6202-8761　中　国＝(082)247-4529　四　国＝(087)851-3344　九　州＝(092)771-9766

　沖　縄＝(098)862-8363

◎下記のビデオは実費で頒布しております。

　「開国迫る！日本の機械安全－国際安全規格ISO12100－」（CD-ROM有）　申込先：㈱イメージプランニング[TEL(03)5272-9990]

　「わがまち再発見！ぼうさい探検隊」「NPO・NGO運営上のリスクとその対処」　申込先：㈱テレビ朝日映像[TEL(03)3587-8150]

　ここに掲げた絵は石版画で、大正12（1923）年

9月1日に発生した関東大震災の際、東京・浅草区

（現台東区）新吉原にあった遊郭での、火災旋風

の状況を描いたものである。旋風によって、人力

車が舞い上がり火災が拡大している様子が描かれ

ている。

１　石版画とは

　石版画とは、石版石（石灰岩）の面に脂肪性の

インキで絵を描いて製版し、水と脂肪の反撥性を

応用して印刷したものをいう。石版画は木版画に

比べて歴史が新しく、石版機が江戸末期、ドイツ

から江戸幕府に献上されたことに始まる。

２　関東大震災の被害状況

　今から82年前の1923年9月1日午前11時58分、突

如としてマグニチュード7.9の大地震が関東一帯

を襲った。被害は、東京、神奈川、埼玉、千葉、

栃木、静岡の1府（都）6県にわたり、東京では

136か所から火災が発生して、3日間にわたって燃

え続けた。

　地震発生と同時に多くの家屋が一瞬にして倒壊

し、その下敷きとなって多数の死傷者が発生、東

京市内は阿鼻叫喚の街と化した。

　倒壊した家屋から火の手が上がっても、人々は

余震に怯えて消火活動ができず、また水道も断水

し、火災は拡大して紅蓮の炎となって地を舐め天

を焦がした。

　東京全体での被害は、警視庁の「帝都大震災記

録」によると、焼失家屋221,718戸、焼失面積

1,758,630平方メートル、死者60,420人、行方不

明者36,634人、傷者31,051人となっている。

　火災旋風は、関東大震災のとき本所（現墨田区）

横網町にあった陸軍被服廠跡の空地で、避難して

いた約4万人の人たちが大旋風によって、一瞬に

して炎に包まれ死亡した惨事がよく知られている

が、火災旋風は新吉原でも発生していたのである。

３　消防活動の状況

　震災時の警視庁消防部（現東京消防庁の前身）

の消防力は、消防署6署、消防出張所20所、消防

派出所10所、消防職員824人、消防ポンプ車38台、

水管車17台、はしご車5台などで、これが現在の

東京区部を火災から守っていた。

　当時の記録（緒方惟一郎消防部長著「何故に災

害が大きくなったか」）から抜粋して、消防活動

の状況を見てみよう。

　「消防隊は、到る所で悪戦苦闘した。而かも余

りに発火の地点が多くて、消し止め得なかつた方

面から強風も混合されて、実に凄惨を極めた。最

初の風力は14～15メートルであつたが、漸次増加

してきて夕方には20メートル以上の風力になつて

いた。しかも火勢が強い区域においては、部分的

に局部・局部に気流を生じて、風向は東西南北に

変動するという状態であつた。

　また地震のため破壊した家屋の屋根瓦が、こと

ごとく剥離して飛火してくる所が、ことごとく発

火するという状態になつた。且つ強風に煽られた

炎は、頗る遠距離まで到達した。

　殊に困つたのは震動と同時に、火災電話その他

の通信機関が全体に断絶し、消防各隊の連絡統一

は、一時全く失われたことで、伝令その他の方法

までも途中においては妨げられ、自ら時間を空費

して連絡に困難を感じたのは、返す返すも遺憾で

あつた。」

　このような絵図や記録を見ると、大震災時の火

災が余りにも大きく、消防隊が対応しきれない無

念さがまざまざと伝わってくる。

　　　　　白井和雄（元東京消防庁消防博物館長）
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